




トキソプラズマ感染が産婦人科領域で重要視されるのは,時として胎内感染による異常児

の出産があるためであるが,どの程度の頻度でトキソプラズマ感染が原因の異常児出産が

あり,又慣性感染母親からの感染児の出産率など本邦には明確な資料がない。 

更に妊婦がたまたまトキソプラズマ抗体を測定し,陽性にでた場合,妊娠を継続させるべき

か,あるいは投薬すべきか等,臨床医にとっては切実な問題となる場合が多い。従来慣性感

染母親から生れる児は,感染の影響を受けることがないとされながら,くわしい資料がない

ため,とるべき手段が定まらなかった。 

今回,当大学産婦人科で出産した母親とその児の血清を継続的に手に入れることが出来,ト

キソプラズマ抗体陽性の母親から生れた児の生後の血清抗体価の動向を知る事が出来たの

で報告する。 


